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Ⅳ.実験装置省エネガイドライン 
 
1. 省エネガイドラインの考え方 
 

実験装置の省エネガイドラインは、安全に実行が可能であり、効果が大きい運用手法を記

載することが重要であると考える。また、大学内で使用するものであるため、なぜそのよう

にいえるのかについて、実証結果を記載し、効果が得られることを明解に示すことが重要で

ある。さらに、省エネガイドラインは学内での議論より、簡潔に記載することが重要である。 

作成にあたってはこれらの点に留意し、作成することとした。 

なお、ここで提示する省エネガイドラインの位置づけは、既に設定・運用されている学内

の省エネ法に基づく管理標準を、さらに個別設備ごとに捉えて、その運用方法をより簡素に

かつ個別に提案するものである。このガイドラインの運用実績を踏まえることで、学内の管

理標準の高度化に寄与できると考えられる。 
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